
 
 

 

（資料１ 市立高校の特色・教育方針） 

1 本資料の主旨 

本事業は、現在の市立高校の特色や校風をそのままに活かした学校整備を目指している。よ

って、市立高校の特色・校風・教育目標等を十分に理解した上で、市立高校の目指す学習環境

が、民間事業者から提案されることを期待している。本資料は、「市立高校の特色・校風」の

理解のための補助資料である。また、「市立高校の特色・校風」の理解のための補助として、

市立高校 HP（http://www.tcn.ne.jp/~ichiko/）も参照願いたい。 

また、希望者には学校要覧、学校案内及び市立高校の年間スケジュール表（H18 年度版）を

配布するため、平成 19 年 3 月 26 日に公表した実施方針に示す「第 8 4 実施方針の問い合

わせ先」まで、連絡すること。 

 

2 市立高校設立の過程と理念（昭和 38 年度「学校要覧」所収） 

昭和 36 年戦後ベビーブーム世代の高校入学時期を控え、市立中学校長会・PTA 連合会は市

中学校生徒の全保護者の署名を集め、県、市両教育行政当局に高校新設などを要望した。 

昭和 38 年度には、中学卒業予定者数が昭和 36 年の約 2倍とピークを迎え、市民子弟の高校

進学が非常に困難な状況が生じることが課題であった。また、昭和 36 年当時、高校進学率は、

55％程度であったが、その後の進学率の向上も見込まれた。 

その他、当時、国の方針により、科学振興の観点から工業高校の新設に力を入れており、普

通科の定員減少等も課題であった。その結果、昭和 36 年 3 月の市議会で市立高校の設置が決

定された。その間、多くの教育関係者、市民の熱心な運動によって実現した市立高校であり、

その創立から、まさに市民の高校と言える。 

市民の大きな期待の下、市立高校は以下のような理念のもと開校した。 

 

【市立高校の設立】 

市立高校は、全市を挙げての興望と理想と抱負とから生み出された「市民の高等学校」で市

と県と国との政治・経済・文化の発展に呼応する「新しい時代の新しい人材」を教育するモデ

ルスクールである。 

 

【市立高校の使命】 

市立高校が果たそうとする使命は国家・社会又は市民としての「人材育成」にある。 

人はすべて「その人」として一度限りの生をもち、また「二人となき人」として、それぞれ

の個性と独自の才能を有し、更に将来に希望を抱く。人すべて人材たり得ない者なく、人間完

成と人格陶冶の大切さは、何人も変わりがない。 



 
 

 

しかし、科学技術の驚異的・飛躍的な進歩に即応しようとする世界教育界の趨勢に鑑み、併

せてアカデミックな頭脳をもつ生徒の教育を配慮するものである。 

 

3 現在の学校経営 

【教育目標】 

人権を尊重し、人間性豊かな生徒を育てるとともに、我が国及び国際社会の一員としての自

覚に立ち、自主的・自律的・創造的能力に富んだたくましい人間を育成する。 

 

【基本方針】 

  ア 自主・自律を尊ぶ、清新な校風の創造を目指す。 

  イ 基本的人権尊重の精神に基づき、人格を尊重し、民主社会の実現に貢献できる生徒を育

成する。 

  ウ 学問・スポーツ・芸術を 3 本柱とした多様な能力を育成するとともに、豊かな人間性を

育む。 

  エ 学校・家庭・地域社会との連携、協力による教育活動の推進をはかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育目標、基本方針に示されるように、自由な校風であることが市立高校の大きな特長であ

り、「真に自由で創造的な精神、はつらつ・清新な気風、自主性を重んじ、生徒一人ひとりの

人格を尊重」という建学の精神は、生徒、教員によって現在まで受け継がれている。生徒は建

学の精神に従い、自由な雰囲気の中で、勉学はもちろん部活動・市高祭・生徒会活動といった

様々な活動にも積極的・自主的に取り組んでいる。 

また、国際社会の一員としての自覚をはぐくむために、海外への修学旅行による国際交流、

交換留学制度等、他校に先駆けての国際化に対する取組を行っている。 

学問・スポーツ・芸術を 3本柱とした多様な能力を育成といった方針のもとに、部活動にお

いても、運動部においては、全国制覇経験のあるサッカー部や、全国大会出場経験のある卓球

部があり、文化部においては、卒業生を交えた定期演奏会等を開催しているオーケストラ部等、

運動部・文化部ともに、活発に活動が行われている。 



 
 

 

【環境】 

学習環境としては、都会の喧噪から離れた閑静な箇所に位置し、水辺空間に接した自然環境

に恵まれた立地である。また、敷地が広いことから、広大なグラウンド、大体育館・中体育館

と二つの体育館、県下に誇る図書館（蔵書数 26,000 冊程度）や県下でもめずらしい天体ド

ーム等、充実した学習環境を備えており、生徒は水辺空間に親しみ、自然環境と調和し、充実

した学習環境の中でのびのびとおおらかな気持ちで学生生活を送っている。 

一方、近くに鉄道の駅がないため、生徒の 9割程度が自転車による通学であり、職員も殆ど

が車による通勤に頼っている現状である。 

 

 

 

 


